
令和６年度介護報酬改定について
（地域密着型特定施設入居者生活介護）

１ 介護給付費分科会239回（R6.1.22）参考資料１「令和６年度介護報酬改
定における改定事項について」を編集したものです。各改定事項概要欄に

【省令改正】と記載のある事項は令和６年１月15日に諮問・答申済みとなります。

２ 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改
正する省令を編集したものです。



































































  

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
苦

情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事

故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

七 
（
略
） 

 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情

の
内
容
等
の
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

七 

（
略
） 

 

（
準
用
） 

第
百
八
条 

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、

第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三

十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
四
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三
十
八

か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
の
二
、
第
八
十
四
条

及
び
第
八
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中

「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
条
に

規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第

二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及

び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「

地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三

十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者

」
と
、
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
八
十
条
中
「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
十
二
条

の
二
中
「
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
八
条 

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、

第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三

十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
四
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三
十
八

か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
の
二
及
び
第
八
十
四

条
の
規
定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九

に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三

十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者

」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
四
節

」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「

地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、
「
六
月
」
と

あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
八
十
条
中
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業

者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
十
二
条
の
二
中
「
指
定
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
十
条 

（
略
） 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
十
条 

（
略
） 

改
正
後

改
正
前



  

２
～
６ 

（
略
） 

７ 

第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
定
施
設
の
生
活
相
談
員
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
計

画
作
成
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ

ラ
イ
ト
型
特
定
施
設
の
入
居
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

（
略
） 

（
削
る
） 

 

２
～
６ 

（
略
） 

７ 

第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
定
施
設
の
生
活
相
談
員
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
計

画
作
成
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ

ラ
イ
ト
型
特
定
施
設
の
入
居
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

（
略
） 

二 

病
院 

介
護
支
援
専
門
員
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
場
合
に
限

る
。
） 

二 

（
略
） 

８
～
10 

（
略
） 

11 

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
第
二

号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
中
「
一
」
と
あ
る
の
は
、
「

〇
・
九
」
と
す
る
。 

一 

第
百
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
委

員
会
に
お
い
て
、
利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及

び
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
取
組
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
い
、
及
び
当
該
事
項
の
実
施
を
定
期
的
に
確
認

し
て
い
る
こ
と
。 

イ 

利
用
者
の
安
全
及
び
ケ
ア
の
質
の
確
保 

 

ロ 

地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
勤
務
状
況
へ
の
配

慮 

ハ 

緊
急
時
の
体
制
整
備 

ニ 

業
務
の
効
率
化
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
に
資
す
る
機
器
（

次
号
に
お
い
て
「
介
護
機
器
」
と
い
う
。
）
の
定
期
的
な
点
検 

ホ 

地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
に
対
す
る
研
修 

二 

介
護
機
器
を
複
数
種
類
活
用
し
て
い
る
こ
と
。 

三 

利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
間
の
適
切
な
役
割
分

三 

（
略
） 

８
～
10 

（
略
） 

（
新
設
） 



  

担
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

四 

利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
取
組
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担

軽
減
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

 

（
管
理
者
） 

第
百
十
一
条 
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指

定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
管
理
者
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
の
管
理
上

支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
に
お
け
る
他
の
職

務
に
従
事
し
、
又
は
他
の
事
業
所
、
施
設
等
、
本
体
施
設
の
職
務
（
本
体
施

設
が
病
院
又
は
診
療
所
の
場
合
は
、
管
理
者
と
し
て
の
職
務
を
除
く
。
）
若

し
く
は
併
設
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
又
は
指
定
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
百
十
一
条 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指

定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
管
理
者
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
の
管
理
上

支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
に
お
け
る
他
の
職

務
に
従
事
し
、
又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、
施
設
等
、
本
体
施

設
の
職
務
（
本
体
施
設
が
病
院
又
は
診
療
所
の
場
合
は
、
管
理
者
と
し
て
の

職
務
を
除
く
。
）
若
し
く
は
併
設
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
職
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
百
二
十
七
条 

（
略
） 

２ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定

に
基
づ
き
協
力
医
療
機
関
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

満
た
す
協
力
医
療
機
関
を
定
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

利
用
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
等
に
お
い
て
医
師
又
は
看
護
職
員
が

相
談
対
応
を
行
う
体
制
を
、
常
時
確
保
し
て
い
る
こ
と
。 

二 

当
該
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
か
ら
の
診

療
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
診
療
を
行
う
体
制
を
、
常
時
確
保
し

て
い
る
こ
と
。 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
百
二
十
七
条 

（
略
） 

（
新
設
） 

３ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
一
年
に
一
回

以
上
、
協
力
医
療
機
関
と
の
間
で
、
利
用
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
等
の

対
応
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
協
力
医
療
機
関
の
名
称
等
を
、
当
該
指
定
地

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
に
係
る
指
定
を
行
っ
た
市
町

（
新
設
） 



  

村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
二
種
協
定

指
定
医
療
機
関
と
の
間
で
、
新
興
感
染
症
の
発
生
時
等
の
対
応
を
取
り
決
め

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

５ 
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
協
力
医
療
機

関
が
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
第
二
種

協
定
指
定
医
療
機
関
と
の
間
で
、
新
興
感
染
症
の
発
生
時
等
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

６ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
協

力
医
療
機
関
そ
の
他
の
医
療
機
関
に
入
院
し
た
後
に
、
当
該
利
用
者
の
病
状

が
軽
快
し
、
退
院
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
再
び
当
該
指
定
地

域
密
着
型
特
定
施
設
に
速
や
か
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

７ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
二
十
八
条 

（
略
） 

２ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対

す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
の

各
号
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

二 

第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
等
の
記
録 

三 

第
百
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間

、
そ
の
際
の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の

記
録 

四 

第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
結
果
等
の
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
へ

の
通
知
に
係
る
記
録 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
二
十
八
条 

（
略
） 

２ 

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対

す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
の

各
号
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

二 

第
百
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
等
の
記
録 

三 

第
百
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、

そ
の
際
の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記

録 

四 

第
百
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の

通
知
に
係
る
記
録 



  

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
苦

情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事

故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

八 
（
略
） 

 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情

の
内
容
等
の
記
録 

七 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

八 

（
略
） 

 

（
準
用
） 

第
百
二
十
九
条 
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条

の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十

六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第

八
十
条
及
び
第
八
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三

条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十

八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八

条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
三

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ

る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「

地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域

密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、
「

六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
二
十
九
条 

第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条

の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十

六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び

第
八
十
条
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二

項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び

第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の

節
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及

び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着

型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介

護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、
「
六
月
」
と
あ
る
の
は

「
二
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
三
十
一
条 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

８ 

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士

、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本

体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
三
十
一
条 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

８ 

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士

、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本

体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定


